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１．経営成績・財政状態に関する分析 
（１） 連結経営成績に関する分析 
【金融経済環境】 
当連結会計年度（平成 27年４月１日～平成 28年 3月 31日）における我が国の経済は、

前半は日経平均株価が 15年ぶりの高値をつけるなど、景気の先行きへの期待が高まりまし
た。後半は雇用・所得環境に持ち直しの動きが見られ、全体としては緩やかな回復基調をた

どりましたが、新興国経済の混乱といった不安要素もあり、今後も注視が必要な状況にあり

ます。 

地元経済においては、アジア経済の減速で一部の輸出や生産活動に弱さがみられたほか、

個人消費や住宅投資の一服などを背景に景況感には慎重な見方が多く、景気回復の足取りは

一進一退で推移しました。 

また金融面では、本年 2月に日本銀行によるマイナス金利政策が導入され、市場金利は大
幅に低下致しました。今後の金融・財政政策がお客さまへ与える影響を引続き注視するとと

もに、積極的な資金供給を通じて、地元経済の活性化に取組む方針であります。 
 
 
【営業の経過および成果】 
このような状況のもと、平成 26年度からスタートした期間 3年の中期経営計画『 ちゅう
ぎん Ｈｅａｒｔ 2014 』で策定した各施策を着実に実施してまいりました。当期における
主な活動成果は次のとおりです。 

最重要テーマである「事業性資金の増強」につきましては、当初計画を大きく上回る実績

となっております。医療・再生可能エネルギーなどの成長分野や大口設備案件に加え、昨年

来より重点的に取組んできた地元中小企業向け貸出も順調に増加しております。 

「地域活性化」につきましては、地域経済の活性化に向けた地元自治体との連携を強化す

るため、今年 3 月に岡山市と「地方創生に係る連携と協力に関する包括協定書」、倉敷市と
「地方創生に関する包括協定書」をそれぞれ締結しました。 

また、岡山県を含む瀬戸内地域の観光振興をはかるため、近隣地元銀行等と連携した「せ

とうち観光活性化ファンド」を組成するとともに、新設法人「株式会社瀬戸内ブランドコー

ポレーション」への出資や、行員 1名の派遣を決定しております。今後も地方創生を地域金
融機関の至上命題ととらえ、積極的に取組んでまいります。 

さらに、地域密着型金融を深化させる取組みとして、昨年 10 月に「ちゅうぎん地域応援
プロジェクト」を開始しました。様々なライフステージにあるお取引先企業の事業内容や経

営課題、成長可能性等を適切に評価（＝事業性評価）し、各種ニーズや課題に対して、最適

なソリューションの提供に努めております。同じく昨年 10月には「リサーチ＆コンサルテ
ィングセンター」を新設し、地域経済や主要産業等の調査・分析機能を強化しました。今後

はコンサルティング機能の強化を図ってまいります。 

「海外進出支援」につきましては、国際部アジアデスクの部員を増員し、担当ブロックや

専門地域を割り当て、お客さまのサポート体制を充実させております。上海やバンコク等で

のビジネス交流会や、ＥＰＡ・ＴＰＰ活用セミナーの開催等、情報提供や人材交流に加え、

タイやベトナム等における現地法人向けクロスボーダーローンを実行するなど、海外ビジネ

スを展開するお客さまへの支援や多様な資金調達手段の提供に努めました。 

「個人ローン」につきましては、引続きお客さまの幅広いニーズに沿った商品提供に努め

るとともに、テレビＣＭを活用した広告宣伝の増強、ホームページの改定、商品性の改善に

努めた結果、当初計画を上回る残高で推移しております。 
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「預り資産営業」につきましては、お客さまのニーズに的確に対応した商品ラインアップ

を整備するとともに、グループ証券会社とも連携しながら、お客さまの資産形成サポートに

注力してまいりました。 

また、高齢化の進展や相続税制改正等を受け、相続・事業承継対策のニーズが高まる中、

今年２月より「ちゅうぎん遺言代用信託～家族のバトン～」の取扱いを開始しました。お客

さまの相続・財産承継を円満にすすめるべく、今後も積極的に支援してまいります。 

「女性の活躍機会の拡大」につきましては、男性育児休業の推進など、働きやすい職場環

境づくりに努めてまいりました。引続きダイバーシティの推進を経営課題としてとらえ、時

間単位有給制度の新設や、育児のための所定外労働免除対象者の拡大、柔軟な介護休業取得

等を実施していく方針です。 

「システム戦略」におきましては、千葉銀行、第四銀行との基幹系システム共同化作業を

着実に進めており、平成 29年 5月には新システムが稼働する予定です。システム共同利用
を目的とした「ＴＳＵＢＡＳＡプロジェクト」においては、システムの枠を超えた様々な連

携を実施しており、ＴＳＵＢＡＳＡに参加する 6行間で、ＦｉｎＴｅｃｈ分野の連携として
「ＴＳＵＢＡＳＡ金融システム高度化アライアンス」を締結しております。広域な連携を活

かし、経営環境の変化に柔軟に対応していく方針です。 

以上のような経済環境の中、株主ならびにお取引先の皆さま方の力強いご支援のもと、全

行挙げてサービス向上と経営基盤の強化に努めました結果、次のような営業の成果となりま

した。 

 
 
【損益】 
当連結会計年度の業績は、経常収益は、貸倒引当金戻入益の増加や有価証券売却益の増加

を主因に、前年同期比 49 億 59 百万円（3.9％）増収の 1,291 億 80 百万円となりました。
また、経常利益についても上記要因により前年同期比 43億 34百万円（11.0％）増益の 434
億 40 百万円となりました。この結果、親会社株主に帰属する当期純利益は前年同期比 25
億 50百万円（10.3％）増益の 272億 52百万円となりました。 

 
セグメントごとの業績は下記のとおりです。 
〔銀行業〕 
経常収益は前年同期比 39億 29百万円（3.5％）増収の 1,132億 36百万円、経常利益は前
年同期比 48億 65百万円（13.6％）増益の 406億 35百万円となりました。 
〔リース業〕 
経常収益で前年同期比 14億 77百万円（12.9％）増収の 128億 55百万円、経常利益は前
年同期比 1億 62百万円（22.4％）増益の 8億 83百万円となりました。 
〔証券業〕 
経常収益で前年同期比 5億 30百万円（13.0％）減収の 35億 17百万円、経常利益で前年
同期比 3億 59百万円（40.9％）減益の 5億 18百万円となりました。 
〔その他〕 
経常収益は前年同期比 15百万円（0.3％）増収の 49億 87百万円、経常利益で前年同期比

1億 97百万円（8.9％）減益の 20億 10百万円となりました。 
 
 【償却・引当】 

償却・引当につきましては、資産の健全性の維持・向上を図るため従来から厳正な資産査
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定により実施いたしております。当期は、貸倒引当金は 40億円の戻入となりました。 
 
【リスク管理債権・再生法開示債権】 
 リスク管理債権額につきましては、再生支援活動を通じたランクアップや直接償却ならび

に債権売却によるオフバランス化を実施する等減少に努めました結果、前年同期比 60億円
減少し、3月末残高は 841億円になりました。 
  また、リスク管理債権比率（貸出金残高に占める比率）は、貸出金残高の増加の効果もあ
り、前年同期比 0.33ポイント低下し、3月末 2.09％となりました。 
なお、当行は部分直接償却を実施しておりませんが、仮に部分直接償却を実施した場合の

単体リスク管理債権比率は前年同期比 0.32ポイント低下の 1.75％となります。 
また、再生法開示債権額（単体・総与信ベース）では、前年同期比 57億円減少し、３月

末残高は 843億円になり、総与信比率では 0.32ポイント低下の 2.04％となりました。部分
直接償却を実施した場合の再生法開示債権比率は 0.32ポイント低下の 1.74％となります。 
 

【通期の見通し】 

中国銀行グループの平成 29年 3月期の業績予想は、現行水準での金融経済環境を前提と
して、連結経常利益 298 億円、親会社株主に帰属する当期純利益は 199 億円を見込んでお
ります。 

 
 
（２） 連結財政状態に関する分析 

 【貸出金】 
貸出金は事業性資金につきましては、積極的な営業を展開した結果、前年同期比 2,293

億円増加し、3月末残高は 2兆 5,575億円となりました。個人ローンにつきましても、商品
の充実と利便性の向上により前年同期比 302億円増加し、3月末残高は 9,689億円となりま
した。以上を主因に貸出金全体の残高は、前年同期比 3,084 億円増加し 4 兆 332 億円とな
りました。 

 
【有価証券】 

有価証券運用につきましては、従来より資金利益と金利動向等リスクのバランスに配意

しながら行っております。 
当期においても、本年 2 月に日本銀行によるマイナス金利政策が導入されるなど一層厳

しい運用環境となる中、金融緩和を先取りし超長期国債を積み増すなど機動的なリスクテイ

クを行いましたが、貸出金が大幅に増加したこともあり、有価証券残高は前年同期比 1,567
億円減少し、3兆 1,061億円となりました。 

 
【預り資産（預金、譲渡性預金、公共債・投資信託窓口販売）】 
【生命保険窓口販売】【金融商品仲介業務】 

お客さまの資金運用ニーズに積極的にお応えするため、預金に加え、譲渡性預金、公共

債や投資信託の窓口販売により預り資産の積み上げを図りました。 
この結果、預り資産（預金・譲渡性預金・公共債・投資信託）につきましては、預金は

前年同期比 1,198億円増加し、3月末残高は 6兆 38億円、譲渡性預金は前年同期比 184億
円増加し 1,762億円、投資信託は外国債券相場の低迷を受けた投資信託の時価下落により前
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年同期比 209億円減少の 1,682億円、公共債は前年同期比 284億円減少の 2,884億円とな
り、預り資産全体では前年同期比 889億円増加し、6兆 6,368億円となりました。 
なお、生命保険窓口販売の期中販売実績は 382 億円となり、累計では 5,088 億円となり

ました。また、金融商品仲介業務による期中販売実績は 1,356億円（株式 446億円・外国債
券等 909億円）となり、累計で 9,224億円（株式 2,047億円・外国債券等 7,176億円）とな
りました。 

 
 【キャッシュ・フローの状況】 
 当連結会計年度末における現金及び現金同等物は、前年同期比944億円増加し 4,814億円
となりました。 
○ 営業活動によるキャッシュ・フロー 
当連結会計年度の営業活動によるキャッシュ・フローは、前年同期と比べて貸出金残

高の増加やコールマネー残高の減少等により 3,479 億円減少し、マイナス 96 億円とな
りました。 
○ 投資活動によるキャッシュ・フロー 
当連結会計年度の投資活動によるキャッシュ・フローは、有価証券の売却や償還の増

加を主因に 1,289億円増加し、1,135億円となりました。 
○ 財務活動によるキャッシュ・フロー 
当連結会計年度の財務活動によるキャッシュ・フローは、連結の範囲の変更を伴わな

い子会社株式の取得などにより 2億円減少し、マイナス 94億円となりました。 
 

（３） 利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 
当行は銀行業としての公共性と健全性に鑑み、いかなる厳しい環境にも耐え得る財務体質

を維持するため、内部留保の充実を図りつつ安定した配当を継続することを基本方針として

おります。具体的には、年間安定配当 18 円の実施を基本とし、配当と自社株取得合計の株
主還元率 35％を目途としております。 
 27年度配当につきましては、当初予定配当額に 2円上乗せし、年間 20 円（期末 10円）
を予定しております。 
なお、28年度の配当予想につきましても、安定配当部分に 2円上乗せし、年間 20円（中
間 10円）の配当予想とさせて頂きます。 
なお、当行の毎事業年度における配当回数についての基本的方針は、中間・期末の年 2回
といたしております。これらの配当の決定機関は、中間は取締役会、期末は株主総会であり

ます。 
また、当行は会社法第 454条第 5項に規定する中間配当をすることができる旨を定款に定

めております。 
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２．企業集団の状況 
  
・ 企業集団の事業の内容 

当行グループは、当行、子会社 10社、関連会社 2社で構成され、銀行業を中心に、リ
ース業、証券業等の金融サービスを提供しております。 

 
・ 企業集団の事業系統図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  【関係会社】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  （関連会社） 
  おかやまキャピタルマネジメント株式会社 
  ベネッセ・中銀投資事業有限責任組合 1号 

【企業集団】                                       セグメント 
 
  中国銀行 （銀行業）・・・・・・・・・・・・・・・・・銀行業 
     
     
       国内・・・本店のほか支店153、出張所 7 
       海外・・・支店1、駐在員事務所 4 
 
（連結子会社） 
中銀リース株式会社（リース業）・・・・・・・・・・・・・・リース業 
中銀証券株式会社（証券業）・・・・・・・・・・・・・・・・証券業 
株式会社ＣＢＳ（銀行事務受託業）・・・・・・・・・・・・・その他 
中銀事務センター株式会社（銀行事務受託業）・・・・・・・・その他 
中銀保証株式会社（信用保証業）・・・・・・・・・・・・・・その他 
中銀カード株式会社（クレジットカード業）・・・・・・・・・その他 
中銀アセットマネジメント株式会社 
（投資運用業および投資助言・代理業、投資信託委託業）・・その他 

 
 
（非連結子会社） 
中銀投資事業組合 3号 
中銀投資事業組合 4号 
ちゅうぎんアグリサポートファンド投資事業有限責任組合 
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３．経営方針 
（１）会社の経営の基本方針、（２）目標とする経営指標、（３）中長期的な会社の経営戦略、（４）

対処すべき課題 
 
 上記（１）、（３）および（４）については平成26年 3月期決算短信（平成 26年 5月 12日開
示）により開示を行った内容から重要な変動がないため、開示を省略します。 
当該開示資料は次の URLからご覧頂くことができます。 
   （当行ホームページ） 
    http://www.chugin.co.jp/ 
   （日本取引所グループホームページ（上場会社情報検索ページ）） 
    http://www.jpx.co.jp/listing/co-search/index.html 
 
（２）目標とする経営指標 
  平成26年 4月より取り組んでいる中期経営計画『 ちゅうぎん Ｈｅａｒｔ 2014 』に
おける計画最終年度(平成 29 年 3 月期)の計数目標について、日本銀行によるマイナス金
利政策導入以降、運用利回りがさらに低下していることを踏まえ以下のとおり一部見直し

ております。 
 
   ○地域の発展への貢献         当初       見直し後 
     ・総預金（＋NCD）      ６．１兆円     ６．１兆円 
     ・総貸出金           ３．７兆円       ４．１兆円 
 

○企業価値の向上           当初       見直し後 
   ・コア業務純益        ２７０億円以上    ２５７億円 

   ・経常利益          ２２０億円以上    ２７６億円 

   ・ＯＨＲ              ６８％以内     ６８％以内 

   ・普通株式等Tier１比率     １３％台後半        １３％台後半 

 
４．会計基準の選択に関する基本的な考え方 
 当行グループは、わが国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準（日本基準）を

適用しております。国際会計基準（ＩＦＲＳ）につきましては、現在情報収集・研究の段階であ

り、今後の適用については未定です。 
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（５）継続企業の前提に関する注記 

  該当事項はありません。 

 

（６）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更 

（会計方針の変更） 

 （「企業結合に関する会計基準」等の適用） 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基

準」という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下

「連結会計基準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９

月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）等を、当連結会計年度から適用し、支配が継続してい

る場合の子会社に対する当行の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費

用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更いたしました。また、当連結会計年度の期

首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企

業結合日の属する連結会計年度の連結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、当期純利

益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の

変更を反映させるため、前連結会計年度については、連結財務諸表の組替えを行っております。 

 当連結会計年度の連結キャッシュ・フロー計算書においては、連結範囲の変動を伴わない子会社株式

の取得または売却に係るキャッシュ・フローについては、「財務活動によるキャッシュ・フロー」の区

分に記載し、連結範囲の変動を伴う子会社株式の取得関連費用もしくは連結範囲の変動を伴わない子会

社株式の取得または売却に関連して生じた費用に係るキャッシュ・フローは、「営業活動によるキャッ

シュ・フロー」の区分に記載しております。 

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５

項（４）及び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、当連結会計

年度の期首時点から将来にわたって適用しております。 

この結果、当連結会計年度の税金等調整前当期純利益は975百万円減少しております。また、当連結会

計年度末の資本剰余金が975百万円増加しております。 

当連結会計年度の連結株主資本等変動計算書の資本剰余金の期末残高は975百万円増加しております。 

なお、一株当たり情報に与える影響については当該箇所に記載しております。 

 

（追加情報） 

（法人税率の変更による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額の修正） 

「所得税法等の一部を改正する法律」（平成28年法律第15号）及び「地方税法等の一部を改正する等

の法律」（平成28年法律第13号）が平成28年３月29日に国会で成立したことに伴い、平成28年４月１日

以後に開始する事業年度から法人税率等の引下げ等が行われることとなりました。これに伴い、繰延税

金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法定実効税率は従来の32.1％から、平成28年４月１日に開始

する事業年度及び平成29年４月１日に開始する事業年度に解消が見込まれる一時差異については30.7％

に、平成30年４月１日に開始する事業年度以降に解消が見込まれる一時差異については30.5％となりま

す。 

この税率変更により、繰延税金負債が2,835百万円、繰延ヘッジ損益が154百万円それぞれ減少し、そ

の他有価証券評価差額金が2,576百万円、退職給付に係る調整累計額が161百万円、非支配株主持分が1百
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万円それぞれ増加し、また繰延税金資産が1,532百万円減少し、法人税等調整額は1,282百万円増加して

おります。 

 

 

(７)連結財務諸表に関する注記事項 

 

（セグメント情報） 

１ 報告セグメントの概要 

当行グループの報告セグメントは、当行グループの構成単位のうち分離された財務情報が入
手可能であり、取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を
行う対象となっているものであります。各事業セグメントは、グループ各社において異なるサ
ービスを提供していることから、連結会社ごとに管理を行っております。 
従って、当行グループは、各社単独のサービス別のセグメントから構成されており、主とし

て「銀行業（中国銀行）」、「リース業（中銀リース）」、「証券業（中銀証券）」の３つを
報告セグメントとしております。 
「銀行業」は、預金業務・貸出業務を主として多岐にわたる金融サービスを行っております。

「リース業」は、物品のリース・割賦を行っており、「証券業」は、金融商品仲介を行ってお
ります。 

 

２ 報告セグメントごとの経常収益、利益、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

      報告セグメントの利益は、経常利益(負ののれん償却前)ベースの数値であります。 
   セグメント間の内部経常収益は、第三者間取引価格に基づいております。 
 

３ 報告セグメントごとの経常収益、利益、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

前連結会計年度（自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日） 

  （単位：百万円）

 

報告セグメント 

その他 合計 

銀行業 リース業 証券業 計 

経常収益       

 外部顧客に対する経常
収益 

107,073 11,004 3,992 122,070 2,085 124,156 

 セグメント間の内部 
 経常収益 

2,233 373 54 2,662 2,887 5,549 

計 109,307 11,378 4,047 124,733 4,972 129,705 

セグメント利益 35,770 721 877 37,368 2,207 39,576 

セグメント資産 7,589,470 29,590 11,908 7,630,969 22,955 7,653,925 

セグメント負債 7,088,079 16,052 7,593 7,111,725 12,307 7,124,032 

その他の項目       

 減価償却費 2,837 76 14 2,928 29 2,957 

 資金運用収益 78,174 44 7 78,226 216 78,443 

 資金調達費用 5,771 129 6 5,908 0 5,908 

（注）１．記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

２．一般企業の売上高に代えて、経常収益を記載しております。 
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   ３．「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、信用保証業、クレジット

カード業、銀行事務受託業、金融商品取引法上の投資運用業・助言業を含んでおります。 

 

当連結会計年度（自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日） 
  （単位：百万円）

 

報告セグメント 

その他 合計 

銀行業 リース業 証券業 計 

経常収益       

 外部顧客に対する経常
収益 

111,202 12,419 3,453 127,075 1,985 129,061 

 セグメント間の内部 
 経常収益 

2,034 435 63 2,534 3,001 5,535 

計 113,236 12,855 3,517 129,609 4,987 134,596 

セグメント利益 40,635 883 518 42,037 2,010 44,048 

セグメント資産 7,770,184 30,225 8,653 7,809,062 23,266 7,832,328 

セグメント負債 7,265,827 16,147 4,268 7,286,243 11,653 7,297,897 

その他の項目       

 減価償却費 3,135 66 13 3,215 38 3,254 

 資金運用収益 77,137 117 7 77,261 221 77,482 

 資金調達費用 7,121 114 4 7,241 0 7,241 

（注）１．記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

２．一般企業の売上高に代えて、経常収益を記載しております。 

   ３．「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、信用保証業、クレジット

カード業、銀行事務受託業、金融商品取引法上の投資運用業・助言業を含んでおります。 

 

 

４ 報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調整に関する

事項) 

(１)報告セグメントの経常収益の合計額と連結損益計算書の経常収益計上額 

 (単位：百万円) 

経常収益 前連結会計年度 当連結会計年度 

報告セグメント計 124,733 129,609 

「その他」の区分の経常収益 4,972 4,987 

負ののれんの償却額 16 ― 

引当金表示組替 49 119 

セグメント間取引消去 △5,549 △5,535 

連結損益計算書の経常収益 124,221 129,180 

（注）一般企業の売上高に代えて、経常収益を記載しております。また、差異調整につきましては、経常収益と連

結損益計算書の経常収益計上額との差異について記載しております。 
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 (２)報告セグメントの利益の合計額と連結損益計算書の経常利益計上額 

  (単位：百万円) 

利益 前連結会計年度 当連結会計年度 

報告セグメント計 37,368 42,037 

「その他」の区分の利益 2,207 2,010 

負ののれん償却額 16 ― 

セグメント間取引消去 △486 △608 

連結損益計算書の経常利益 39,106 43,440 

 

(３)報告セグメントの資産の合計額と連結貸借対照表の資産計上額 

  (単位：百万円) 

資産 前連結会計年度 当連結会計年度 

報告セグメント計 7,630,969 7,809,062 

「その他」の区分の資産 22,955 23,266 

セグメント間取引消去 △25,693 △23,854 

連結会社株式消去 △7,491 △8,438 

連結貸借対照表の資産合計 7,620,740 7,800,036 
 
 

(４)報告セグメントの負債の合計額と連結貸借対照表の負債計上額 
 

  (単位：百万円) 

負債 前連結会計年度 当連結会計年度 

報告セグメント計 7,111,725 7,286,243 

「その他」の区分の負債 12,307 11,653 

セグメント間取引消去 △25,689 △23,875 

連結貸借対照表の負債合計 7,098,343 7,274,021 

 

(５)報告セグメントのその他の項目の合計額と当該項目に相当する科目の連結財務諸表計上額 

       (単位：百万円) 

その他の項目 
報告セグメント計 その他 調整額 連結財務諸表計上額 

前連結会計 
年度 

当連結会計 
年度 

前連結会計 
年度 

当連結会計 
年度 

前連結会計 
年度 

当連結会計 
年度 

前連結会計 
年度 

当連結会計 
年度 

減価償却費 2,928 3,215 29 38 △45 △48 2,911 3,205 

資金運用収益 78,226 77,261 216 221 △85 △768 78,358 76,714 

資金調達費用 5,908 7,241 0 0 △75 △64 5,833 7,176 

（注）減価償却費の調整額は連結会社間のリース資産に係るもので、資金運用収益及び資金調達費用の調整額はセ

グメント間取引に係るものであります。 
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(１株当たり情報) 

 
前連結会計年度 

(自 平成26年４月１日 
至 平成27年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成27年４月１日 
至 平成28年３月31日) 

１株当たり純資産額 円 2,608.45 2,671.20 

１株当たり当期純利益金額 円 124.45 138.71 

潜在株式調整後１株当たり当期純利
益金額 

円 124.28 138.52 

 

 

(注) 算定上の基礎 

(1) １株当たり純資産額 

 前連結会計年度末 
(平成27年３月31日) 

当連結会計年度末 
(平成28年３月31日) 

純資産の部の合計額 百万円 522,396 526,014 

純資産の部の合計額から控除する

金額 
百万円 7,450 5,903 

うち新株予約権 百万円 304 308 

うち非支配株主持分 百万円 7,145 5,594 

普通株式に係る期末の純資産額 百万円 514,946 520,111 

１株当たり純資産額の算定に用い

られた期末の普通株式の数 
千株 197,414 194,710 

 

(2) １株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 

 
前連結会計年度 

(自 平成26年４月１日 
至 平成27年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成27年４月１日 
至 平成28年３月31日) 

１株当たり当期純利益金額    

親会社株主に帰属する当期純利益 百万円 24,702 27,252 

普通株主に帰属しない金額 百万円 ― ― 

普通株式に係る親会社株主に 
帰属する当期純利益 

百万円 24,702 27,252 

普通株式の期中平均株式数 千株 198,490 196,462 

    

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額   

親会社株主に帰属する 
当期純利益調整額 

百万円 ― ― 

 普通株式増加数 千株 266 267 

  うち新株予約権 千株 266 267 

 希薄化効果を有しないため、潜在
株式調整後１株当たり当期純利益
金額の算定に含めなかった潜在株
式の概要 

 ― ― 

 

 (3) 「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更（会計方針の変更）」に記載の通り、企業

結合会計基準等を適用し、企業結合会計基準第58－2項(4)、連結会計基準第44－5項(4)及び事業分離

等会計基準第57－4項(4)に定める経過的な取扱いに従っております。 

この結果、当連結会計年度の1株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後1株当たり当期純利益金

額が、4円97銭及び4円96銭それぞれ減少しております。 
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 (重要な後発事象) 

 

前連結会計年度 
(自 平成26年４月１日 
至 平成27年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成27年４月１日 
至 平成28年３月31日) 

（自己株式の取得） 

 当行は、資本効率の向上及び発行済株式総数の減少を

通じて、株主への利益還元を図る事並びに経営環境の変

化に対応した機動的な資本政策の遂行を可能とするた

め、平成27年5月12日開催の取締役会において普通株式

上限600千株、取得価額の総額1,000百万円の市場買付に

よる自己株式の取得を決議しました。 

（自己株式の取得） 

 当行は、資本効率の向上及び発行済株式総数の減少を

通じて、株主への利益還元を図る事並びに経営環境の変

化に対応した機動的な資本政策の遂行を可能とするた

め、平成28年5月13日開催の取締役会において普通株式

上限1,900千株、取得価額の総額1,900百万円の市場買付

による自己株式の取得を決議しました。 
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syukei
タイプライターテキスト

syukei
タイプライターテキスト
（４）継続企業の前提に関する注記
　　該当事項はありません。
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７．役員の異動（定時株主総会開催予定日である平成28年6月24日付） 

 

 １．退任予定監査役 

   立森 伸康 （現、常勤監査役） 

   岡﨑 泰夫 （現、常勤監査役） 

   西田 三千代（現、監査役） 

   古矢 博通 （現、監査役） 

   井上 信二 （現、監査役） 

  （注）上記５名は、平成 28 年 6 月 24日開催の第 135回定時株主総会で提案する監査

等委員会設置会社への移行に伴い全員退任し、同時に、監査等委員である取締役

候補者として同定時株主総会に提案予定であります。 

 

 ２．新任社外取締役（監査等委員である取締役を除く。）候補 

   小寺 明（元、伊藤忠商事（株）代表取締役常務） 

       （元、伊藤忠エネクス（株）代表取締役社長） 

 

 ３．監査等委員である新任社外取締役候補 

   西藤  俊秀（元、花王（株）取締役常務執行役員） 

 

新任社外取締役候補の略歴 

氏名（生年月日） 主 要 略 歴 

 

 

こでら  あきら 

小 寺  明 

（昭和22年4月23日生） 

昭和45年4月 伊藤忠商事（株）入社 

平成12年6月 同社執行役員 

平成14年4月 同社常務執行役員 

平成16年6月 同社代表取締役常務 

平成18年6月 同社退職、伊藤忠エネクス（株）代表取締役社長 

平成24年6月 同社取締役会長 

平成27年3月 同社退職、現在に至る 

 

氏名（生年月日） 主 要 略 歴 

さいとう  としひで 

西 藤  俊 秀 

（昭和27年7月16日生） 

昭和51年4月 花王石鹸（株）（現、花王（株））入社 

平成16年6月 同社取締役執行役員 

平成24年6月 同社取締役常務執行役員 

平成26年3月 同社退職、現在に至る 
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役員一覧（平成28年6月24日付） 

 

１．取締役（監査等委員である取締役を除く。） 

氏名 新 旧 

宮 長 雅 人 代表取締役頭取 代表取締役頭取 

坪 井 宏 通 代表取締役副頭取 代表取締役副頭取 

青  山   肇 代表取締役専務 代表取締役専務 

山 本 督 憲 常務取締役 常務取締役 

花 澤 礼 志 常務取締役 常務取締役 
浅 間 義 正 常務取締役 常務取締役 
福 田 正 彦 常務取締役 常務取締役 
加 藤 貞 則 常務取締役 常務取締役 
安 東 寛 倫 取締役 取締役 

塩 飽 和 志 取締役 取締役 

釣 井 時 和 取締役 取締役 

寺 坂 幸 治 取締役 取締役 

佐 藤 芳 郎 社外取締役 社外取締役 

小  寺   明 社外取締役 （新任） 

 

２．監査等委員である取締役 

氏名 新 旧 

立 森 伸 康 監査等委員 常勤監査役 

岡 﨑 泰 夫 監査等委員 常勤監査役 

西 田 三千代 監査等委員（社外） 社外監査役 

古 矢 博 通 監査等委員（社外） 社外監査役 

井 上 信 二 監査等委員（社外） 社外監査役 

西 藤 俊 秀 監査等委員（社外） （新任） 

 

３．執行役員 

氏名 新 旧 

浦 上 達 夫 執行役員 執行役員 

原 田 育 秀 執行役員 執行役員 

平 本 辰 雄 執行役員 執行役員 

谷 口 晋 一 執行役員 執行役員 
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（１）   平成２７年度決算の概況

①損益状況    【単体】 （百万円）

２７年度 ２６年度

２６年度比

経常収益 1 113,236        3,929         109,307        

業務粗利益 (4+5+6) 2 87,326         △944 88,270         

コア業務粗利益(除く国債等債券関係損益) (2-7) 3 85,583         △2,642 88,225         

資金利益 4 70,028         △2,388 72,416         

役務取引等利益 5 15,024         190           14,834         

その他業務利益 6 2,272          1,253         1,019          

（うち国債等債券関係損益） 7 1,742          1,697         45             

国内業務粗利益 8 76,073         △468 76,541         

(除く国債等債券関係損益) 9 73,467         △3,022 76,489         

資金利益 10 59,158         △3,028 62,186         

役務取引等利益 11 14,376         24            14,352         

その他業務利益 12 2,538          2,535         3              

(うち国債等債券関係損益) 13 2,606          2,554         52             

国際業務粗利益 14 11,252         △477 11,729         

(除く国債等債券関係損益) 15 12,115         379           11,736         

資金利益 16 10,869         639           10,230         

役務取引等利益 17 648            166           482            

その他業務利益 18 △265 △1,281 1,016          

(うち国債等債券関係損益) 19 △863 △856 △7

経費（除く臨時処理分） 20 55,459         △1,810 57,269         

人件費 21 29,758         △1,474 31,232         

物件費 22 22,615         △623 23,238         

税金 23 3,085          287           2,798          

業務純益（一般貸倒繰入前） (2-20) 24 31,866         865           31,001         

コア業務純益（除く国債等債券関係損益） (3-20) 25 30,123         △833 30,956         

①一般貸倒引当金繰入 26 -              -             -              

業務純益 (24-26) 27 31,866         865           31,001         

うち国債等債券関係損益 28 1,742          1,697         45             

臨時損益  (35+36+37+41-30) 298,769          4,001         4,768          

②不良債権処理額 30 106            △486 592            

貸出金償却 31 -              -             -              

個別貸倒引当金繰入額 32 -              -             -              

債権売却損 33 106            △486 592            

(貸倒償却引当費用①＋②) 34 106            △486 592            

貸倒引当金戻入益 35 3,861          3,491         370            

償却債権取立益 36 0 △4 4              

株式等関係損益 37 3,349          △426 3,775          

株式等売却益 38 5,126          △322 5,448          

株式等売却損 39 1,586          △87 1,673          

株式等償却 40 190            190           -              

その他臨時損益 41 1,663          452           1,211          

経常利益 (27+29) 42 40,635         4,865         35,770         

特別利益 43 46             45            1              

特別損失 44 394            33            361            

うち固定資産減損損失 45 124            △122 246            

税引前当期純利益 (42+43-44) 4640,288         4,879         35,409         

法人税、住民税及び事業税 47 11,006         △1,316 12,322         

法人税等調整額 48 3,352          1,170         2,182          

当期純利益 (46-47-48) 4925,928         5,024         20,904         

〔△3,652〕

〔△209〕

〔△6,160〕

〔5,789〕
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 【連結】
（百万円）

２７年度 ２６年度
２６年度比

経常収益 1 129,180       4,959         124,221       
連結粗利益 (3+4+5) 2 92,061        △1,852 93,913        
資金利益 3 69,553        △2,988 72,541        
役務取引等利益 4 13,686        424           13,262        
その他業務利益 5 8,821         712           8,109         

経費 6 57,426        △1,715 59,141        
貸倒償却引当費用 7 153           △481 634           
貸出金償却 8 9             △9 18            
個別貸倒引当金繰入額 9 -             -             -             
一般貸倒引当金繰入額 10 -             -             -             
債権売却損 11 144           △472 616           

貸倒引当金戻入益 12 4,019         3,600         419           
償却債権取立益 13 0 △4 4             
株式等関係損益 14 3,355         △12 3,367         
その他の経常損益 15 1,583         404           1,179         
経常利益  (2-6-7+12+13+14+15) 1643,440        4,334         39,106        
特別利益 17 46            △2,521 2,567         
特別損失 18 394           30            364           
うち固定資産減損損失 19 124           △122 246           

税金等調整前当期純利益 (16+17-18) 2043,092        1,783         41,309        
法人税、住民税及び事業税 21 11,872        △1,514 13,386        
法人税等調整額 22 3,697         1,221         2,476         
当期純利益 (20-21-22) 2327,522        2,076         25,446        
非支配株主に帰属する当期純利益 24 269           △474 743           
親会社株主に帰属する当期純利益 (23-24) 25 27,252        2,550         24,702        

当期純利益 (20-21-22) 2627,522        2,076         25,446        
その他の包括利益 27 △14,871 △63,164 48,293        
その他有価証券評価差額金 28 △4,798 △53,099 48,301        
繰延ヘッジ損益 29 △1,811 △549 △1,262
退職給付に係る調整額 30 △8,261 △9,515 1,254         

包括利益 (26+27) 31 12,650        △61,089 73,739        
親会社株主に係る包括利益 32 12,389        △60,687 73,076        
非支配株主に係る包括利益 33 261           △402 663           

(連結対象会社数) （社）
連結子会社数 7             0 7             
持分法適用会社数 0 0 0 

②平成２９年３月期業績予想

【単体】 （単位：百万円）
２９年３月期予想２８年３月期実績 対比

コア業務純益 25,700        30,123        △4,423 
業務純益 23,700        31,866        △8,166 
経常利益 27,600        40,635        △13,035 
当期純利益 18,800        25,928        △7,128 

【連結】 （単位：百万円）
２９年３月期予想２８年３月期実績 対比

経常利益 29,800        43,440        △13,640
親会社株主に帰属する当期純利益 19,900        27,252        △7,352
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③有価証券の評価損益

Ⅰ．有価証券の評価基準

満期保有目的有価証券 償却原価法

売買目的有価証券 時価法(評価差額を損益処理)

その他有価証券 時価法(評価差額を全部純資産直入)

子会社株式及び関連会社株式 原価法

（参考）金銭の信託中の有価証券

運用目的の金銭の信託 時価法(評価差額を損益処理)

Ⅱ．評価損益

(百万円)

評価差額 評価差額

前期比 評価益 評価損 評価益 評価損

満期保有目的 759             353 759         -            406           410         4             

その他有価証券 163,105       △10,066 168,422   5,317       173,171     174,377   1,206        

株式 48,016         △28,430 51,316     3,300       76,446       77,259     813          

債券 69,865         28,179 70,421     555         41,686       41,908     221          

その他 45,223 △9,814 46,683     1,460       55,037 55,209     171          

合計 163,865 △9,713 169,182   5,317       173,578 174,788   1,210        

（注）

１．「その他有価証券」については、時価評価しておりますので、上記の表上は、連結貸借対照表計上額と取得価額との

     差額を計上しております。     差額を計上しております。

２．「その他有価証券」に係る評価差額金は、当期　113,272百万円、前期　118,063百万円です。

(百万円)

評価差額 評価差額

前期比 評価益 評価損 評価益 評価損

満期保有目的 759             353         759         -            406           410         4             

子会社・関係会社株式 -                -            -            -            -              -            -             

その他有価証券 162,262       △10,069 167,569   5,307       172,331     173,534   1,202        

株式 47,280         △28,446 50,577     3,297       75,726       76,539     813          

債券 69,801         28,148     70,357     555         41,653       41,875     221          

その他 45,181 △9,770 46,634     1,453       54,951 55,119     168          

合計 163,022 △9,716 168,329   5,307       172,738 173,945   1,206        

（注）

１．「その他有価証券」については、時価評価しておりますので、上記の表上は、貸借対照表計上額と取得価額との

     差額を計上しております。     差額を計上しております。
２．「その他有価証券」に係る評価差額金は、当期　113,030百万円、前期　117,724百万円です。

平成２８年３月末 平成２７年３月末

【単体】

【連結】

平成２８年３月末 平成２７年３月末

37



（株）中国銀行（8382）平成28年3月期決算短信

④業務純益    【単体】 （百万円）

２７年度 ２６年度
２６年度比

（１）業務純益（一般貸倒繰入前） 31,866          865             31,001          
職員一人当たり（千円） 10,138          234             9,904           

（２）業務純益 31,866          865             31,001          
職員一人当たり（千円） 10,138          234             9,904           

⑤利鞘    【単体】全店 （％）

２７年度 ２６年度
２６年度比

（１）資金運用利回         （A） 1.06 △0.05 1.11 
（イ）貸出金利回 1.09 △0.11 1.20 
（ロ）有価証券利回 1.16 0.06 1.10 

（２）資金調達原価         （B） 0.90 △0.04 0.94 
（イ）預金等利回 0.03 0.00 0.03 

（３）総資金利鞘     （A）－（B） 0.16 △0.01 0.17

国内業務 （％）
２７年度 ２６年度

２６年度比
（１）資金運用利回         （A） 0.94 △0.07 1.01 
（イ）貸出金利回 1.09 △0.12 1.21 
（ロ）有価証券利回 0.97 0.03 0.94 

（２）資金調達原価         （B） 0.89 △0.06 0.95 
（イ）預金等利回 0.03 0.00 0.03 

（３）総資金利鞘     （A）－（B） 0.05 △0.01 0.06

⑥有価証券関係損益    【単体】 （百万円）

２７年度 ２６年度
２６年度比

国債等債券損益 1,742           1,697           45              
売却益 4,311           1,686           2,625           
売却損 2,568           △12 2,580           

株式等損益（３勘定尻） 3,349           △426 3,775           
売却益 5,126           △322 5,448           
売却損 1,586           △87 1,673           
償却 190             190             -               

⑦ＲＯＥ    【単体】 （％）

２７年度 ２６年度
２６年度比

業務純益ベース（一般貸倒引当金繰入前） 6.30 △0.24 6.54 
業務純益ベース 6.30            △0.24 6.54            
当期純利益ベース 5.12            0.71 4.41            
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⑧自己資本比率（国際統一基準）

 　「自己資本比率（国際統一基準）」は、「銀行法第14条の2の規定に基づき、銀行がその保有する資産等に照らし、
自己資本の充実の状況が適当であるかどうかを判断するための基準（平成18年金融庁告示第19号）」に基づき算出
しております。
  なお、当行は、国際統一基準を適用のうえ、信用リスク・アセットの算出においては基礎的内部格付手法を、
オペレーショナル・リスク相当額の算出においては粗利益配分手法を採用しております。

【連結】　〔速報値〕 （単位：億円）

（１）連結総自己資本比率　（４）÷（７）

（２）連結Tier1比率　（５）÷（７）

（３）連結普通株式等Tier1比率　（６）÷（７）

（４）連結における総自己資本の額

（５）連結におけるTier1資本の額

（６）連結における普通株式等Tier1資本の額

（７）リスク・アセットの額

（８）連結総所要自己資本額　（７）×８％

【単体】　〔速報値〕

（１）単体総自己資本比率　（４）÷（７）

（２）単体Tier1比率　（５）÷（７）

（３）単体普通株式等Tier1比率　（６）÷（７）

（４）単体における総自己資本の額

（５）単体におけるTier1資本の額

（６）単体における普通株式等Tier1資本の額

（７）リスク・アセットの額

（８）単体総所要自己資本額　（７）×８％

※「自己資本の構成に関する開示事項」については、当行ホームページ（http://www.chugin.co.jp/）をご覧下さい。
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（２）   貸出金等の状況

①リスク管理債権の状況
部分直接償却実施なし
未収利息不計上基準（自己査定による債務者区分基準）

【単体】 （百万円、％）

28年3月末 27年9月末 27年3月末

27年9月末比 27年3月末比

破綻先債権 4,311       160       △1,044 4,151      5,355      

(部分直接償却後） (2,198) (100) (41) ( 2,098) (2,157)

延滞債権 61,003      △4,203 △6,888 65,206     67,891     

(部分直接償却後） (50,656) (△5,927) (△8,545) ( 56,583) (59,201)

３ヵ月以上延滞債権 1,055       △562 △13 1,617      1,068      

貸出条件緩和債権 16,606      △482 2,064    17,088     14,542     

合計 82,976      △5,087 △5,882 88,063     88,858     

(部分直接償却後） (70,517) (△6,871) (△6,453) ( 77,388) (76,970)

貸出金残高（末残） 4,036,587   175,488   307,642  3,861,099  3,728,945  

(部分直接償却後） (4,024,128) (173,703) (307,071) ( 3,850,425) (3,717,057)

破綻先債権 0.11 0.00 △0.03 0.11 0.14 

(部分直接償却後） (0.05) (0.00) (△0.01) ( 0.05) (0.06) 

延滞債権 1.51 △0.18 △0.31 1.69 1.82 

(部分直接償却後） (1.26) (△0.21) (△0.33) ( 1.47) (1.59) 

３ヵ月以上延滞債権 0.03 △0.01 0.00 0.04 0.03 

貸出条件緩和債権 0.41 △0.03 0.02 0.44 0.39 

合計 2.06 △0.22 △0.32 2.28 2.38 

(部分直接償却後） (1.75) (△0.26) (△0.32) ( 2.01) (2.07) 

【連結】 （百万円、％）

28年3月末 27年9月末 27年3月末

27年9月末比 27年3月末比

破綻先債権 4,479       218       △972 4,261      5,451      

延滞債権 62,004      △4,268 △7,073 66,272     69,077     

３ヵ月以上延滞債権 1,055       △562 △13 1,617      1,068      

貸出条件緩和債権 16,606      △482 2,064    17,088     14,542     

合計 84,145      △5,095 △5,995 89,240     90,140     

貸出金残高（末残） 4,033,232   176,616   308,374  3,856,616  3,724,858  

破綻先債権 0.11        0.00 △0.04 0.11       0.15       

延滞債権 1.54        △0.18 △0.31 1.72       1.85       

３ヵ月以上延滞債権 0.03 △0.01 0.00 0.04       0.03       

貸出条件緩和債権 0.41        △0.03 0.02 0.44       0.39       

合計 2.09        △0.22 △0.33 2.31       2.42       

リ
ス
ク
管
理
債
権

貸
出
金
残
高
比

リ
ス
ク
管
理
債
権

貸
出
金
残
高
比
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②貸倒引当金等の状況

【単体】 （百万円）

28年3月末 27年9月末 27年3月末

27年9月末比 27年3月末比

貸倒引当金 36,784      △2,470 △6,568 39,254     43,352     

一般貸倒引当金 14,730      △1,075 △3,652 15,805     18,382     

個別貸倒引当金 22,054      △1,395 △2,916 23,449     24,970     

【連結】 （百万円）

28年3月末 27年9月末 27年3月末

27年9月末比 27年3月末比

貸倒引当金 40,141      △2,725 △7,017 42,866     47,158     

一般貸倒引当金 16,144      △1,203 △3,768 17,347     19,912     

個別貸倒引当金 23,997      △1,522 △3,249 25,519     27,246     

③金融再生法開示債権

【単体】 （百万円、％）

28年3月末 27年9月末 27年3月末

27年9月末比 27年3月末比

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 20,782      2,723     719      18,059     20,063     

(部分直接償却後） (8,296) (939) (149) ( 7,357) (8,147)

危険債権 45,871      △6,761 △8,524 52,632     54,395     

要管理債権 17,662      △1,043 2,051    18,705     15,611     

小計（Ａ） 84,316      △5,082 △5,753 89,398     90,069     

総与信比（Ａ）／（Ｃ） 2.04        △0.22 △0.32 2.26       2.36       

(部分直接償却後）（Ｂ） (71,829) (△6,867) (△6,324) ( 78,696) (78,153)

(部分直接償却後総与信比)(Ｂ)/(Ｄ) (1.74) (△0.26) (△0.32) ( 2.00) (2.06)

正常債権 4,046,731   188,739   325,745  3,857,992  3,720,986  

合計（Ｃ） 4,131,048   183,658   319,992  3,947,390  3,811,056  

(部分直接償却後）（Ｄ） (4,118,561) (181,873) (319,421) ( 3,936,688) (3,799,140)
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④金融再生法開示債権の保全状況

【破産更生債権及びこれらに準ずる債権】

（百万円）

28年3月末 27年9月末 27年3月末

27年9月末比 27年3月末比

貸出金等残高 Ａ 20,782 2,723        719          18,059 20,063 

担保等の保全額 Ｂ 8,296        939          149          7,357        8,147        

回収が懸念される額（Ａ－Ｂ）Ｃ 12,486       1,784        570          10,702       11,916       

Ｃに対する引当額            Ｄ 12,486       1,784        570          10,702       11,916       

引当率（％） Ｄ／Ｃ 100.0 0.0 0.0 100.0 100.0 

【危険債権】

（百万円）

28年3月末 27年9月末 27年3月末

27年9月末比 27年3月末比

貸出金等残高 Ａ 45,871       △6,761 △8,524 52,632       54,395       

担保等の保全額 Ｂ 27,844       △1,415 △3,057 29,259       30,901       

回収が懸念される額（Ａ－Ｂ）Ｃ 18,027       △5,346 △5,467 23,373       23,494       

Ｃに対する引当額            Ｄ 9,566        △3,179 △3,486 12,745       13,052       

引当率（％） Ｄ／Ｃ 53.0 △ 1.5 △ 2.5 54.5 55.5 

【要管理債権】

（百万円）

28年3月末 27年9月末 27年3月末

27年9月末比 27年3月末比

貸出金残高 Ａ 17,662       △1,043 2,051        18,705       15,611       

担保等の保全額 Ｂ 8,881        △410 1,086        9,291        7,795        

担保等保全のない額（Ａ－Ｂ）Ｃ 8,780        △634 965          9,414        7,815        

Ｃに対する引当額            Ｄ 667          △153 31           820          636          

引当率（％） Ｄ／Ｃ 7.6 △1.1 △0.5 8.7 8.1 

【合計】
（百万円）

28年3月末 27年9月末 27年3月末

27年9月末比 27年3月末比

貸出金等残高 Ａ 84,316       △5,082 △5,753 89,398       90,069       

担保等の保全額 Ｂ 45,022       △886 △1,821 45,908       46,843       

担保等保全のない額（Ａ－Ｂ）Ｃ 39,294       △4,195 △3,931 43,489       43,225       

Ｃに対する引当額            Ｄ 22,720       △1,547 △2,884 24,267       25,604       

引当率（％） Ｄ／Ｃ 57.8         2.0          △1.4 55.8         59.2         
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⑤リスク管理債権に対するカバー率

【単体】 （百万円）

破綻先債権

  債権額 Ａ 4,311          4,151         160       

  担保等保全額 Ｂ 2,198          2,098         100       

  個別貸倒引当金繰入額 Ｃ 2,112          2,052         60        

  回収懸念額 Ｄ＝（Ａ－Ｂ－Ｃ） -              -             -         

  カバー率 （Ｂ＋Ｃ）／Ａ 100.0% 100.0% 0.0% 

延滞債権

  債権額 Ａ 61,003         65,206        △4,203 

  担保等保全額 Ｂ 33,056         33,562        △506 

  個別貸倒引当金繰入額 Ｃ 19,698         21,191        △1,493 

  回収懸念額 Ｄ＝（Ａ－Ｂ－Ｃ） 8,247          10,452        △2,205 

  カバー率 （Ｂ＋Ｃ）／Ａ 86.4% 83.9% 2.5% 

３ヵ月以上延滞債権

  債権額 Ａ 1,055          1,617         △562

  担保等保全額 Ｂ 861            1,357         △496

  個別貸倒引当金繰入額 Ｃ -              -             -         

  回収懸念額 Ｄ＝（Ａ－Ｂ－Ｃ） 193            259           △66

  カバー率 （Ｂ＋Ｃ）／Ａ 81.6% 83.9% △2.3% 

貸出条件緩和債権

  債権額 Ａ 16,606         17,088        △482 

  担保等保全額 Ｂ 8,020          7,934         86 

  個別貸倒引当金繰入額 Ｃ -              -             -         

  回収懸念額 Ｄ＝（Ａ－Ｂ－Ｃ） 8,586          9,154         △568 

  カバー率 （Ｂ＋Ｃ）／Ａ 48.2% 46.4% 1.8% 

リスク管理債権合計

  債権額 Ａ 82,976         88,063        △5,087

  担保等保全額 Ｂ 44,137         44,952        △815

  個別貸倒引当金繰入額 Ｃ 21,811         23,243        △1,432

  回収懸念額 Ｄ＝（Ａ－Ｂ－Ｃ） 17,027         19,866        △2,839

  カバー率 （Ｂ＋Ｃ）／Ａ 79.4% 77.4% 2.0% 

２８年３月末 ２７年９月末 増減
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（参考）自己査定と金融再生法開示債権及びリスク管理債権の関係(単体)

☆償却引当後 (単位：億円)

(対象：貸出金)

破綻先債権

43

( -) (21) 【22】

延滞債権

( -) (104) 610

【507】

(96)

３ヵ月以上延滞債権

11

105       177       貸出条件緩和債権

166

合計

830

450 227 80.3 【705】

272       656       

407       805       

38,222    

(96) (125)

（注１）単位未満を四捨五入しております。
（注２）総与信とは貸出金、支払承諾、外国為替、仮払金、未収利息、銀行保証付私募債の合計。
（注３）自己査定結果における（     ）内は分類額に対する引当額です。
（注４）当行は部分直接償却を実施しておりませんが、実施した場合の残高を【   】内に記載しております。
部分直接償却額・・・Ⅳ分類額１２５億円(破綻先 ２１億円、実質破綻先 １０４億円)

41,310 41,310

【41,186】 【41,186】

正常先

38,222

合計
39,363    1,863     85         -           

合計

要注意先Ⅰ
正常債権
40,467

1,212

【718】

要注意先Ⅱ

928

要管理先 177

282

小計

843

96 81.6

459 459

要
注
意
先

要管理債権

89 7 54.1

破綻懸念先
216       158       85         

危険債権

278

-           
208

165 【83】

【61】

83 125 100.0

43

【22】

実質破綻先
116       48         -           

担保・保
証による
保全額

引当額 保全率

破綻先
24         19         -           -           破産更生債権及びこ

れらに準ずる債権

自己査定結果（対象：総与信） 金融再生法開示債権 リスク管理債権

自己査定における債務者区分

分類 (対象：総与信)

非分類 Ⅱ分類 Ⅲ分類 Ⅳ分類
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⑥業種別貸出状況等

Ⅰ．業種別貸出金  【単体】 （百万円）

28年3月末 27年9月末 27年3月末

27年9月末比 27年3月末比

国内店分 4,020,689   174,526  308,143 3,846,163  3,712,546   

710,881     26,314   19,730 684,567    691,151     

2,972       △116 △140 3,088      3,112       

1,158       △237 59 1,395      1,099       

2,292       △127 △52 2,419      2,344       

115,901     3,983    2,832 111,918    113,069     

96,537      10,400   22,584 86,137     73,953      

29,440      1,309    △960 28,131     30,400      

146,018     9,724    18,523 136,294    127,495     

510,523     25,626   28,993 484,897    481,530     

196,463     27,781   62,702 168,682    133,761     

491,702     15,680   42,130 476,022    449,572     

269,371     18,365   19,306 251,006    250,065     

483,657     11,033   50,881 472,624    432,776     

963,768     24,790   41,557 938,978    922,211     

Ⅱ．業種別リスク管理債権  【単体】 （百万円）

28年3月末 27年9月末 27年3月末
27年9月末比 27年3月末比

国内店分 82,976      △5,087 △5,882 88,063     88,858      

20,521      △4,782 △5,719 25,303     26,240      
164         17       94 147        70          

7 △1 △2 8 9 

441 △22 △30 463 471 

5,869       △37 △869 5,906      6,738       

6           △1 6 7          -           

624         △5 13 629        611         
4,595       △76 △548 4,671      5,143       

20,407      2,049    126 18,358     20,281      

25          - - 25         25          
9,078       △1,448 1,572 10,526     7,506       
10,531      △339 △239 10,870     10,770      

-           - - -          -           
10,703      △442 △286 11,145     10,989      

Ⅲ．消費者ローン残高  【単体】 （百万円）

28年3月末 27年9月末 27年3月末

27年9月末比 27年3月末比

消費者ローン残高 967,110     17,745   30,396   949,365    936,714     

うち住宅ローン残高 758,884     2,582    6,292    756,302    752,592     

うちその他ローン残高 208,226     15,164   24,104   193,062    184,122     

Ⅳ．中小企業等貸出比率  【単体】 （％）

28年3月末 27年9月末 27年3月末

27年9月末比 27年3月末比

中小企業等貸出比率 64.2 0.4 △0.3 63.8 64.5 

そ の 他

卸 売 業 、 小 売 業

金 融 業 、 保 険 業
不 動 産 業 、 物 品 賃 貸 業
各 種 の サ ー ビ ス 業

鉱業、採石業、砂利採取業

建 設 業

電気・ガス・熱供給・水道業

情 報 通 信 業
運 輸 業 、 郵 便 業

地 方 公 共 団 体

各 種 の サ ー ビ ス 業

地 方 公 共 団 体

そ の 他

製 造 業
農 業 、 林 業

漁 業

電気・ガス・熱供給・水道業

情 報 通 信 業

運 輸 業 、 郵 便 業

卸 売 業 、 小 売 業

金 融 業 、 保 険 業

不 動 産 業 、 物 品 賃 貸 業

製 造 業

農 業 、 林 業

漁 業

鉱業、採石業、砂利採取業

建 設 業
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⑦国別貸出状況等

Ⅰ．特定海外債権は該当ありません。

Ⅱ．アジア向け貸出金  【単体】 （百万円）

28年3月末 27年9月末 27年3月末

27年9月末比 27年3月末比

シンガポール 12,770      △1,525 △2,125 14,295     14,895      

（うちリスク管理債権） -           -        -        -          -           

香港 7,074       △476 △407 7,550      7,481       

（うちリスク管理債権） -           -        -        -          -           

タイ 1,690       1,690    1,690    -          -           

（うちリスク管理債権） -           -        -        -          -           

中国 3,380       △218 3,380    3,598      -           

（うちリスク管理債権） -           -        -        -          -           

台湾 2,985       1,666    2,985    1,319      -           

（うちリスク管理債権） -           -        -        -          -           

インド 6,667       1,912    4,247    4,755      2,420       

（うちリスク管理債権） -           -        -        -          -           

フィリピン 3,323       1,165    2,469    2,158      854         

（うちリスク管理債権） -           -        -        -          -           

インドネシア 4,046       △725 △872 4,771      4,918       

（うちリスク管理債権） -           -        -        -          -           

マレーシア 1,126       1,126    1,126    -          -           

（うちリスク管理債権） -           -        -        -          -           

合  計 43,061      4,615    12,490   38,446     30,571      

（うちリスク管理債権） -           -        -        -          -           

（注）国際協力銀行保証付き、日系企業向け等当該国のカントリーリスクを回避できるものを除く。

Ⅲ．中南米主要諸国向け貸出金【単体】 （百万円）

28年3月末 27年9月末 27年3月末

27年9月末比 27年3月末比

メキシコ 350         -        -        350        350         

（うちリスク管理債権） -           -        -        -          -           

チリ 2,253       △146 △150 2,399      2,403       

（うちリスク管理債権） -           -        -        -          -           

合  計 2,603       △146 △150 2,749      2,753       

（うちリスク管理債権） -           -        -        -          -           

（注）国際協力銀行保証付き、日系企業向け等当該国のカントリーリスクを回避できるものを除く。

Ⅳ．ロシア向け貸出金は該当ありません。
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⑧預金、貸出金及び有価証券の残高  【単体】 （百万円）

28年3月末 27年9月末 27年3月末

27年9月末比 27年3月末比

預  金  （末残） 6,011,426   200,053  116,829  5,811,373  5,894,597   

        （平残） 5,835,079   9,051    143,827  5,826,028  5,691,252   

貸出金　（末残） 4,036,587   175,488  307,642  3,861,099  3,728,945   

   　   （平残） 3,874,844   86,738   239,728  3,788,106  3,635,116   

有価証券（末残） 3,107,325   230,006  △154,100 2,877,319  3,261,425   

 　     （平残） 2,895,091   26,210   △182,239 2,868,881  3,077,330   

⑨預り資産残高       【単体】 （百万円）

28年3月末 27年9月末 27年3月末

27年9月末比 27年3月末比

預金 6,011,426   200,053  116,829  5,811,373  5,894,597   

譲渡性預金 184,760     △72,134 20,874   256,894    163,886     

公共債 288,434     △11,034 △28,368 299,468    316,802     

投資信託 168,263     △10,002 △20,877 178,265    189,140     

合計 6,652,884   106,882  88,457   6,546,002  6,564,427   
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334

290
304 309 301

0

100

200

300

400

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

１．損益の状況

（１）コア業務純益※

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度
（億円） 前年比

コア業務粗利益 910 859 869 882 855 ▲27
資金利益 739 720 721 724 700 ▲24
役務利益 138 135 137 148 150 2
その他業務利益 32 3 11 9 5 ▲4

経費（▲表示） ▲576 ▲569 ▲565 ▲572 ▲554 ▲18
コア業務純益 334 290 304 309 301 ▲8

（２）コア業務純益の内訳

739 720 721 724 700

0

500

1,000

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

①資金利益の状況

301億円
（前年比 ▲8億円）

・貸出金利回りの低下および外貨調達
コストの増加により、資金利益は前年比
24億円減少。

・経費は、人件費やその他物件費の
減少により前年比18億円減少。

700億円
（前年比 ▲24億円）

※コア業務純益とは・・・
一般的に銀行の本業の利益を示すとして、広く使用
される定義。資金利益、役務利益等からなる業務
粗利益から経費と債券運用による売買損益を控除
したものです。

（億円）

（億円）

＜邦貨利回りの状況（前年比）＞

▲8億円

▲24億円

貸出金利回 １．０９％ （▲０．１２％）

有証利回 ０．９８％ （＋０．０３％）

預金等利回 ０．０３％ （▲０．００％）

預貸利鞘 １．０６％ （▲０．１１％）

預証利鞘 ０．９４％ （＋０．０３％）
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9,389 9,167 9,269 9,599 10,511 

4,443 4,366 4,440 
5,235 4,513 

0

4,000

8,000

12,000

16,000

20,000

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

1,947 1,728 1,794 1,683 
1,340 

1,481 
1,627 1,232 

1,766 
1,753 

390
261

288

294

190

623
749 1,125

1,490

1,228

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

◆預り資産営業収益の内訳

②役務利益の状況

150億円
（前年比 ＋2億円）

13,833 13,534

預り資産
営業収益

その他
役務利益

45億円
（前年比 ▲7億円）

・相場の低迷により販売が伸び悩み、

前年比7億円減少。

（百万円）

4,443 4,366
金融商品仲介

公共債

保険

投資信託

27年度

（億円） 前年比

預り資産販売合計 2,830 ▲391

金融商品仲介 1,356 ▲138

公共債 419 ▲216

保険 382 13

投資信託 673 ▲48

【販売額の状況】

＋2億円（百万円）

▲7億円

13,709

4,440

14,834

5,235

15,024

4,513

・預り資産営業収益は減益となるが、
投資銀行業務収益の増加により、
前年比2億円増加。
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③経費の状況とＯＨＲ

（３）経常利益・当期純利益

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

前年比

コア業務純益 334 290 304 309 301 ▲8
与信費用（▲） ▲87 23 ▲108 2 ▲37 ▲39
債券関係損益 4 10 ▲16 0 17 17
株式関係損益 ▲43 ▲14 26 37 33 ▲4
経常利益 370 273 441 357 406 49
特別損益 ▲6 ▲2 ▲2 ▲3 ▲3 0
当期純利益 182 169 270 209 259 50

OHR（右軸）
経費÷コア業務粗利益

・退職給付費用・預金保険料の減少を
主因に経費は前年比18億円減少。

・コア業務粗利益は減少したが、経費
減少によりOHRは改善。
（前年比0.1ポイント低下）

資金利益の減少を主因にコア業務

純益は前年比8億円減少。

与信費用の減少（戻入の増加）や

有価証券関係損益の増加により

経常利益は前年比49億円増加。

当期純利益は前年比50億円増加。

経常利益 406億円
（前年比 ＋49億円）

当期純利益 259億円
（前年比 ＋50億円）

（億円）

（億円） （％）

経常利益経常利益 ＋49億円

人件費 ２９７億円 （▲１４億円）

システム経費 ８１億円 （＋８億円）

その他物件費 １４４億円 （▲１４億円）

税金 ３０億円 （＋２億円）

経費合計 ５５４億円 （▲１８億円）
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16,289 15,836 15,783 16,172 16,832 
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20,000
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２．主要勘定の状況

（１）貸出金の状況（平残）

（２）預金の状況（平残）

その他

個人ローン
（年率）

地元事業性

（年率）

総貸出金は
前年比＋2,397億円

33,447

地元事業性資金年率＋4.0％

個人ローン年率＋2.6％

地元事業性資金は、重点的に取り

組んできた中小企業向け融資や

成長分野関連融資の伸びを中心に

年率は4.0％へ上昇。

個人ローンはアパートローンを

中心に堅調推移。

39,432 40,387 41,895 42,878 43,825 

11,834 11,881 12,635 13,192 
13,916 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

総預金・ＮＣＤは
前年比＋1,322億円

54,208

個人預金
・ＮＣＤ

法人預金
・ＮＣＤ個人預金・ＮＣＤ 年率＋2.2％

法人預金・ＮＣＤ 年率＋5.4％

個人預金・法人預金は引き続き

堅調に推移。

（億円）

（億円）

その他の
預金

（▲1.3％）

（＋2.0％）

（+2.4％）

（＋2.2％）

34,083

（▲2.7％）

55,516

（＋4.0％）

（＋2.4％）

（＋0.4％）

34,866

（▲0.3％）

（＋3.0％）

57,909

（＋3.7％）

（＋6.3％）

36,351

（＋2.4％）

（＋2.5％）

59,541

（＋4.4％）

（＋2.3％）

38,748

（＋2.6％）

（＋4.0％）

60,863

（＋5.4％）

（＋2.2％）
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預金の増加により
前年比＋884億円

53,149 54,925 
56,900 

58,945 60,114 

1,838 
2,040 

1,626 
1,638 

1,847 

4,602 
4,239 

3,799 
3,168 

2,884 
2,380 

2,313 2,000 
1,891 

1,682 

40,000

50,000

60,000

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

66,528

24/3末 25/3末 26/3末 27/3末 28/3末

（億円） 前年比

株式 99 275 392 757 472 ▲285

債券 356 481 383 416 698 282

その他 35 342 292 549 451 ▲98

小計 491 1,099 1,068 1,723 1,622 ▲101

満期保有債券 8 6 5 4 7 3
合計 500 1,105 1,073 1,727 1,630 ▲97

（４）有価証券運用の状況（平残）

（３）総預り資産の状況（末残）

預 金

ＮＣＤ

公共債

投資信託

61,972

14,598 
16,416 17,381 18,506 

16,704 

5,541 
4,921 

5,324 4,754 

4,116 

2,925 
3,647 

4,115 4,690 

5,199 742 
1,070 

1,260 
1,615 

1,714 

1,080 

1,106 
1,178 

1,206 
1,215 

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

国債・
地方債

社 債

外貨債券

投信等

株 式

24,887

【評価損益】

（億円）

（億円）

運用残高は

前年比▲1,823億円

63,519

27,162
29,261

64,326
65,644

30,773

預金 ＋1,168億円 （年率＋ 1.9％）

NCD ＋208億円 （年率＋12.7％）

公共債 ▲283億円 （年率▲ 8.9％）

投資信託 ▲208億円 （年率▲11.0％）

国債・地方債 ▲1,802億円

社債 ▲638億円

外債 ＋509億円

投信等 ＋99億円

株式 ＋9億円

▲1,823億円

◆運用残高増減内訳（前年比）

28,950

評価損益は

前期比▲97億円
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14.83 14.73 14.56

13.52 13.34 
13.75 

10.0

12.0

14.0

16.0

18.0

26年3月末 27年3月末 28年3月末

３．財務の健全性

（１）不良債権の状況

（２）自己資本比率

204 200 207

518 543 458

144 156 
176 

2.39 2.36

2.04

2.04 2.06
1.74

-2.0

-1.0

0.0

1.0

2.0

3.0

0

1,000

2,000

26年3月末 27年3月末 28年3月末

843

不良債権比率は1.74％

前期末比0.32ポイント改善

（億円） （％）

（％）

要管理債権

危険債権

破産更生債権

貸出金等に占める割合

部分直接償却後

【金融再生法開示債権】

28年3月末
（億円） 27年3月末比

①金融再生法開示債権額 843 ▲57

②担保等の保全額 450 ▲18
③担保等の保全のない額
 （①－②） 392 ▲40

④ ③に対する引当額 227 ▲29
引当率（％）

④／③ 57.8 ▲1.4
※当行は部分直接償却を実施していない

（部分直接償却後）

総自己資本比率
（単体）

利益の積み増しに加え、

経過措置による評価・換算差額等の

資本算入額が増加し、

普通株式等TierⅠ比率は上昇。

28/3末
（億円） 単体 27/3末比
総自己資本比率 14.56% ▲0.17%
普通株式等TierⅠ比率 13.75% 0.41%
総自己資本 4,864 142
普通株式等TierⅠ資本 4,595 320
リスクアセット 33,407 1,369

普通株式等
ＴｉｅｒⅠ比率
（単体）

867 900



配当と自己株取得合計の利益還元率

35%程度
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301

406

259257 276

188

0

100

200

300

400

コア業純 経常利益 当期純利益

４．業績予想

コア業務純益 257億円

（前年比 ▲44億円）

経常利益 276億円

（前年比 ▲130億円）

（１）２８年度業績予想

◆コア業務純益の減益要因

・有価証券運用収益の減少

・外貨調達コストの増加

◆経常利益の減益要因

・与信コストの増加

・有価証券関係損益の減少

（億円）

27年度 28年度
（億円） 決算 予想 差異

コア業務純益 301 257 ▲44
与信費用（▲） ▲ 37 11 ▲48
有価証券関係損益 50 33 ▲17
経常利益 406 276 ▲130
当期純利益 259 188 ▲71

経常利益 434 298 ▲136
当期純利益 272 199 ▲73

単
体

連
結

（３）２８年度配当方針

左：平成27年度決算
右：平成28年度予想値

1株あたり年間20円
（中間10円、期末10円）

【単体】

（億円） H25 H26 H27
①　当期利益 270 209 259
②　配当総額 32.2 35.6 39.2

1株あたり配当 16円 18円 20円
③　自己株取得 49.0 33.0 52.1
総還元率　（②+③）/① 30% 33% 35%

平成27年度期末の予想配当は

予定通り2円増配し10円（年間20円）。

本日発表の自己株取得（19億円）と

合わせた総還元率は35.2％の予定。

（２）２７年度配当予定

1株あたり年間20円（期末10円）

28年度は現時点の利益予想に基づき、

27年度と同額の年間20円。

利益状況に応じて配当と自己株取得に

より還元率35％を実施予定。

前年比 2円増配

安定配当 18.0円

株主還元方針


